が、 書いて ありました。 

ちゅうしゃくしゃ 

それから 二 は、 平家物語の 註釈者の ことで、 この 

いら か 

註釈者が、 今 引用した —— 甍 破れて は …… のと ころ 

へ 来て、 その 語句の 出 所な ど を 調べたり 考 へたり す 

わか おれ 

る けれども、 どうしても 解らない ので、 俺な ど はま だ 

学問が 足りない の だ、 平家物語 を 註釈す る 程に 学問が 

出来て 居ない の だと 言って、 慨歎して 筆を擱 くと ころ 

が 書いて ありました。 

三 は 現代で、 中学校の 国語の 先生が、 生徒に 

大原 御幸の 講義 をして ゐる ところで、 先生が、 この I 

きリ ふだん かう た 

I 霧 不断の 香 を 焚き …… と 云 ふやうな 語句 は、 昔から 



その 出 所 も 意味 も 解らない ものと されて 居る と 云 ふと、 

席の 隅の 方に 居た 生徒が 「そこが 天才の 偉い ところ だ」 

ひとりごと つぶや 

と、 独 言 の やうに 眩 くと ころが 書いて ありました。 

今 は その 青年の 名 も 覚えて 居りません が、 その 作品 

が 非常によ かった ので、 今でも その テ エマ は 覚えて ゐ 

るので すが、 その 青年の 事 は、 折々 今でも 思 ひ 出し ま 

いだ うづ ぼか たくさん 

す。 才を 抱いて、 埋もれて ゆく 人 は、 外に も 沢山 ある 

事と 思 ひます。 

(大正 十五 年 三月) 
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